アーツカウンシル提案の2015年度新規事業　進行状況について
20150120 アーツカウンシル部会　佐藤千晴
＜当初案＞
　時期：2015年10月〜11月、３回の週末で計９日間
　場所：市中央公会堂を中心とした中之島地区
　内容：多ジャンルで構成するフェスティバル（ショーケース、ワークショップ、本公演）
　
　2014年10月〜12月にアーツカウンシルの呼びかけで若手プロデューサー会合。延べ56人が参加、「大阪に何が必要か」「どんなかたちが文化を活性化させるか」について意見交換。（まとめは「参考資料」参照）
　その意見もふまえて課題を整理、新規事業に反映
　テーマ：「市民と文化の新たな出会いの場をつくる」実験
　　　　　大阪の文化状況の課題を解決する企画提案を公募、事業化する
　　　　　事業のプロセスを記録・検証し、次年度に生かす
　　　　　数年間の継続を前提とした設計
　　　　　大阪の課題とは？
　　　　　「負のスパイラル」（タコツボ化、観客固定化、人材流出）脱出
　　　　　　芸術文化の構造変化（発信や鑑賞のスタイルの変化、つくり手と
　　　　　　　　　　　　　　　　鑑賞者の関係性の変化など）
　　　　　出会いの場とは？
　　　　　初年度は多様な文化資源を一堂に集めて見せるフェスティバル
　　　　　作り手の交流・協働を通じて人材を育成、市民に新たな創造を提供
　　　　　ほかに▽ガイドブック作成→文化情報の提供▽シンポジウム→考え
　　　　　る場の提供など
　　　　　　　
　　☆府・市ともに文化課が予算折衝中、文化庁に文化芸術グローカル化推進事業の助成金も申請中
　　☆公募要項、実施体制などの具体化へ作業中（３月中の公募を目指す）
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